
「3・11」から４年 

 
 今日で「3・11」東日本大震災・福島第１原発事故から 4 年がたつ。あの日、大学の

研究室で机に向かっていた。急に「ふわふわ」と体が揺れ、目まいがして立ち上った。 

とにかく廊下に出て、社会調査実習の学生がいた 602 セミナー室に向かった。外国人

教師の人たちも不安げに廊下に出ていた。会議室のテレビをつけると、三陸沿岸各地に

大津波が次々に追い寄せる映像を流していた。 

 午後 2 時 46 分、東北三陸沖を震源にマグニチュード 9.0 の大

地震が発生した。地震に続く大津波、それに人災といえる原発

事故が重なる。仙台が拠点の地元紙河北新報は震災翌日、「現代

日本社会は初めて巨大複合型災害に直面した」と報じた。被災

範囲は東北から関東に広がり、16 年前の阪神・淡路大震災と比

べても超広域型であった。名古屋でも揺れはかなり違った。 

 「3・11」のあと、早く現地に行きたかったが、まずは情報を

集めることにした。とにかく震災関係の雑誌や本を買い集めた。

写真上『東日本大震災 復興支援地図』（昭文社）もその一つだ。

この地図は、青森から千葉までの太平洋沿岸地域の「津波浸水

範囲」も表示されており、あまり馴染みのなかった東北の地図

にくぎ付けになった。講義やゼミ・実習などで

も大いに活用した。現地に行く際にも役立った。

セミナー室には、「震災・原発関連コーナー」

を書棚に設け、学生に読んでもらうようにした。 

 写真下は NHK 放送文化研究所年報 2015「震

災後 3年間 テレビ番組で何が伝えられて来た

のか」付表：「全番組分析」の対象とした番組

一覧（2011 年 4 月以降放送日順）の最初のペ

ージである。 

 震災後は手当たり次第に番組を見たり、録画

したりした。番組タイトルから、当時見た記憶

がある番組も多い。録画・ダビングした番組の

いくつかを講義などで流した。学生たちはあま

り見ていないようであった。 

 残念なことに、震災当時はレポートを書いて

いなかった。震災を思い出し、「3・11」を随時

レポートしていきたい。 (2015 年 3 月 11 日)  


